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田所先生年譜
明治18・9 秋田市手形本新町で生まれる
43・7 東北帝国大学農芸化学科卒業
44・8 同大学助教授に任ぜらる
大正 3・4 著書酵素化学出版
4・4 著書米の研究（第一，二，三集）出版
6・3 著書食品化学 （上・下巻）出版
7・4 北海道帝国大学助教授に任ぜら る
7・7 生物化学研究のため米，英，仏へ留学（ 9年 11月帰朝）
8・8 農学博士の学位授与
10・3 北海道帝国大学教授に任ぜらる
12・3 著書栄養化学出版
15・4 農学会より研究論文「理化学上より見たる米蛋白質及澱粉の品種による特
異性」に対し受賞
昭和 3・8 理学博士の学位授与
3・10 欧米各国へ出張（フランス， トウルージュ大学七百年祭に日本代表として ）
6・3 北海道帝国大学理学部長に任ぜらる
11・4 著書性別化学的考察出版
11・4 著書蛋白質化学（前・後編 ）出版
13・6 学術研究会議会員を委嘱される
1 6・4 著書多糖質化学 （総論）出版
16・5 大日本農会より本邦農業の進歩lζ貢献した功績により有功賞受与
18・6 著書多糖質化学（各論）出版
21・9 著書代替主食の研究出版
24・5 北海道学芸大学長就任
28・5 北海道学芸大学生物教育尻岸内臨海実験所設立
29・3 北海道学芸大学僻地教育研究所設立
30・4 著書無機編酪農化学叢書 （第一，二，三編）出版
33・1 帯広畜産大学長就任
36・5 北海道学芸大学大雪山科学研究所設立
38・2 静岡県函南町に脳活化育成研究所設立
38・4 北海道女子短期大学長就任
40・11 勲二等に叙せられ旭日重光章授与
41・11 北海道文化賞受賞 （科学．教育部門）
48・9 本道教育の振興に尽力の功績により北海道開発功労賞を贈らる
50・9 北海道女子短期大学依頼退職， 名誉学長に推載さる
最近の先生の研究は，新しい応用化学の分野に進まれ，癌酵素インターフェロン研究所
を函南町lζ設立，生命の維持，体質改善，食生活改善，癌の研究に従事されている。
最近の著書の主なものは次の通りである。
1. 頭脳の活化育成研究シリーズ
2. ガン酵素研究シリーズ
3. 癌の研究を最近進歩の蛋白質化学で
4. 癌と高血圧の食事
5. 四十歳後の体質改善に高度強化食
＆ 脳（ DNA）酵素蛋白質の生合成
7. 素人の癌研究は予防と治癒につながる
8. 癌防衛酵素インターフェロンの研究
9. 公害ガン防衛酵素インターフェロンの研究速報
10. Interferon, Irmnunity, Neuramin酸は青春，老齢者の緊急栄養 1972 
11. 人体抗体の代替膜酵素 potentialは抗体力価を変える / 
12. 米寿翁の公害尽き農薬に Electron Scanning探知 I/ 
13. 痩せる効果を与える杉芽，菊花弁，柑皮（ Sesquiterpen, Flavonoid, Citronreal) 
Interferon, Immunoglobulin聞に共通する Electron charge transfer活性基OH-
を語る
14.a公害予防治癌と共通する癌への擬似人間抗体入り菊花酒
b鯉皮，鱗膜酵素の産生 Immunoantibody,Interferon 
// 
c自然食擬似人間抗体の紫外線吸収スペクトルlとより，それの ElectronAffinity 
（力価）を判定する 1973 
15. 先哲 L.P部 teur開祖の生物理化学 Dissymmetricと制癌性（百余年与を記念する研究
実験） 1969 
16. 健康増進のための生化学的研究
( 1) 不老長寿秘法一一公害病，成人病の自然治癒法
(2) 公害防衛力や自然治癒力価 Ca2t- による僧強
(3) Immu日oactivity ( Interferon効果）の高低を左右する血清中の Cholesterol
(4) 鮭脳，軟骨，皮，鯨，自然食と魚脳電極とその土 pot.ential
1 7.健康のための生化学
(1) 膜酵素（ Interferon, Immunoantibody）の基礎知織
(2) 膜酵素粘液による抗体Antibody 力価と poly carbohydrate 
(3) 自然食による家庭医療の研究と自然治癒健康食
18.虚弱児，老人，成人病への自然治癒健康食
19. 頭脳脊髄神経の健康管理食
1974 
// 
( 1) 生体中の VirusInterferon核 AntigenAntibody Complexを治療用に供する研究
(2) 生体電子工学性脂糟色素タンバクの健康管理食 1975 
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